感染性疾病対策社内ガイドライン

新型インフルエンザ等感染性疾病対策
１、対策の目標

　　　この対策は、「事業者・職場における新型インフルエンザ対策ガイドライン」（平成１９年３月２０日新型インフルエンザ専門家会議において決定）を参考に、新型インフルエンザ大流行時等において、従業員等の健康を確保し、安全確保を最優先するために、当社が行うべき対応等の的確かつ迅速な実施に資することを目的とする。
　　　また、新型インフルエンザ以外の感染性疾病についても、本対策を適用する。

　　　なお、新型インフルエンザ等の大流行は、必ずしも予測されたように展開するものではなく、発生する事態も様々であると想定されることから、今後の情勢の変化等を踏まえて、本対策は随時見直しをし、必要に応じて修正を加える。

２、危機管理体制および情報収集

（１）危機管理体制の整備（対策本部の設置）

　　　国内外および社内での感染状況等を勘案し、必要に応じ「新型インフルエンザ等対策本部」を設置する。対策本部は、新型インフルエンザ等対策の準備および発生時の対応のために、危機管理体制を確認するとともに、新型インフルエンザ等対策全般を統括する。
（２）情報収集および周知方法の整備

　　　国内外の新型インフルエンザの感染状況等に関する情報を、必要に応じて、厚生労働省、外務省等の政府機関、地方公共団体や世界保健機関（WHO）等の国際機関から入手するとともに、各種事業団体、関係企業等および関係する官庁や地方自治体と適切に情報交換を行う。また、得られた情報は必要に応じて、対策の見直しに役立てるとともに、従業員等に対しても迅速かつ適切に周知する方法を整備する。
1 国の情報

· 厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/

· 国立感染症研究所　http://www.nih.go.jp/niid/index.html
· 同研究所感染症情報センター　http://idsc.nih.go.jp/index-j.html
· 外務省海外安全ホームページ　http://www.anzen.mofa.go.jp
2 世界の情報

＊鳥インフルエンザ　http://www.who.int/csr/disease/avian-influenza/en/

    ＊インフルエンザ　http://www.who.int/csr/disease/influenza/en/
3 都道府県・保健所・市町村の情報

＊各行政が開設しているウエブサイトの情報を活用する。

安全Ｋ０６－０１
３、新型インフルエンザ等流行時の事業運営体制
　　以下に掲げる基本的な考え方により、流行に備え、事前に対応しておくこととする。

　＊経営層を始めとして管理職および従業員等の役割と責任を明確にするとともに、非常　

　　時における相互の連絡体制を整備する。

　＊世界的大流行（パンデミック）時も想定し、社内の業務および設備等について、業務の維持に最低限必要なものを予め検討しておく。
４、従業員等への感染予防および事業所内での感染拡大防止のための措置。

　　従業員等への新型インフルエンザ等感染予防のため、政府の新型インフルエンザ等に関する情報等を注視しつつ、その流行の度合いに応じて以下の措置等を講ずる。
（1） 新型インフルエンザ等発生前
· 国内外における新型インフルエンザ等の発生状況、感染予防のための留意事項等についての情報を迅速かつ適切に周知する。

· 手洗い、うがいの励行を指導する。

· マスク、手袋、消毒用アルコール、うがい薬等、感染予防・感染拡大防止のための物品を準備する。

· 従業員等に感染予防策や健康状態の自己把握に努めるよう、周知徹底する。

· 従業員等の海外渡航に係わる情報について可能な限り把握する。

· 通勤や会議等における感染予防・感染拡大防止策を検討する。

（2） 新型インフルエンザ等発生後

· 国内外の新型インフルエンザ等の感染状況、予防のための留意事項等についての情報に注視するとともに、その際、パニックを起こさず、正しい情報に基づき、適切な判断・行動をとるように指導する。
· 外務省の海外渡航情報（感染症危険情報等）に基づき、患者発生国・地域への渡航をできるだけ避けるよう指導する。（フェーズ４Ａ以降）

＊手洗い用の消毒液およびうがい薬を必要箇所へ配置するとともに、感染防御を指導する。

＊マスク着用、手洗い、うがいの励行を徹底する。（フェーズ４Ｂ以降）

＊「咳エチケット」を心がけるよう指導する。

＊従業員に良好な健康状態の維持を今まで以上に心がけるよう指導する。

＊必要に応じ、予め検討した通勤や会議等における感染予防・感染拡大防止策を実施する。

＊発生地域における不要不急の大規模集会や興行施設等、不特定多数の集まる場所への外出を自粛するよう指導する。（フェーズ４Ｂ以降）

＊不要不急の外出を自粛するよう指導する。（フェーズ５Ｂ以降）

＊必要に応じ、検温の実施を行う。

＊３８度以上の発熱、咳、全身倦怠感等の症状を有する従業員等に対しては、産業医等の意見を踏まえた上で、出社しないように指導する。

· フェーズ４Ａ：ヒトからヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認されて
いるが、感染集団は小さく限られている。（国内非発生）
· フェーズ４Ｂ：ヒトからヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認されて
いるが、感染集団は小さく限られている。（国内発生）

· フェーズ５Ｂ：ヒトからヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認され、

大きな集団発生が見られる。パンデミック発生のリスクが高まる。（国内発生）

新型インフルエンザ等対策本部の組織構成および業務分掌表

　　　

	構　成
	構成部所
	業　務　分　掌（主な役割・業務）

	本部長
	社　　長
	本部業務の統括・推進

	副本部長
	専務取締役
	本部長代理・補佐

	委　員
	全部室長
	各部の統括、本部長・副本部長の補佐

	対策班
	総務部

営業部

その他本社

内勤者
	· 新型インフルエンザ等対策本部の設置・運営
· 本部指令の伝達

· 各部からの情報収集、整理、とりまとめ

· 薬品等の調達・配布

· 官庁・県・市町村・地方公共団体の連携

· 従業員、家族への罹患防止・対応情報の収集・周知

· 従業員、家族等の羅漢者数・症状等の状況把握

· その他本部が必要と認めた事項




付　　則

平成○○年○○月○○日　制定
（参考資料）
■新型インフルエンザも通常のインフルエンザと同様の対策が必要。通常のインフルエンザの主な感染経路は、飛沫感染と接触感染。

○飛沫感染……感染した人の咳、くしゃみ、つばなどの飛沫とともに放出されたウイルスを健康な人が吸入することによって感染する。

○接触感染……感染した人がくしゃみや咳を手で抑えた後や、鼻水を手でぬぐった後に、机やドアノブ、スイッチなどに触れると、その触れた場所にウイルスが付着することがある。その付着したウイルスに健康な人が手で触れ、その手で目や鼻、口に再び触れることより、粘膜・結膜などを通じてウイルスが体の中に入り感染する。
· 飛沫感染を防ぐために必要な「咳エチケット」

風邪などで咳やくしゃみが出る時に、他人に感染させないためのエチケットのこと。

咳やくしゃみの際は……
・ティッシュなどで口と鼻を被い、他の人から顔をそむけ、できる限り１～２メートル以上離れる。
・ティッシュなどがない場合は、口を前腕部（袖口）でおさえて極力、飛沫が拡散しないようにする。前腕部で押さえるのは。他の場所に触れることが少ないため、接触感染の機会を低減することができるから。
・呼吸器系分泌物（鼻汁・痰など）を含んだティッシュは、すぐにゴミ箱に捨てる。

・咳やくしゃみをする際に押さえた手や腕は、その後直ちに洗う。また、接触感染の原因にならないよう、手を洗う前に不必要に周囲に触れないよう注意する。

・手を洗う場所がないことに備えて、携行できる速乾性擦式消毒用アルコール製剤あるいはパック入りのアルコール綿を用意しておくことを推奨。
· 咳をしている人にマククの着用を積極的に促す。マスクを適切に着用することによって
飛沫の拡散を防ぐことができる。
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